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1 経緯

関西大学工学部材料工学科では、2000年6月に日本技術

者教育認定機構（以後、JABEEとする）の情報を入手・検討

した。その結果、JABEEの認定を受けることが、材料工学

科学生の学習意欲の向上、さらにその達成度の向上が可能で

あると判断した。これを受けて、同年7月1日付で、JABEE

検討委員会（2001年3月に技術者教育検討委員会に改名）を

教育職員6名、事務職員1名の計7名体制で立ち上げた。主

に、JABEEに関する情報収集から活動を開始し、「自己点検

書」の作成の方向に活動をシフトさせた。

Version1の「自己点検書作成の手引き」の熟読から始め、

「自己点検書」の基準ごとに担当者を決定し、内容に関する

討論を重ねた。Version 2（2001年度版）が公開されると、

Ver.1に基づき作成した「自己点検書」を見直しを行った。

2 自己点検書

自己点検書には、日本技術者教育認定機構が定める認定基

準（基準1から基準6）の点検項目を点検基準に沿って自己評

価する必要がある。現状をどのように解析・検討し、どのよ

うに設定し、点検基準でいかに自己評価を行ったかは、非常

に興味あるところだと思う。しかし、それら全てを記述する

ことは紙面の制約があるので、重点的に検討した基準につい

て述べることとする

2.1 基準1；学習・教育の目標

この基準は本教育プログラムの中核となるもので、この設

定は、基準2以降の項目にも関係するので、十分に検討を行

った。基準1（1）に設定された（a）から（h）についての再録

はここでは行わないが、学習・教育の目標として（A）から

（G）までを設定した。もちろんこれらは全て現状のカリキ

ュラムを解析・検討した上で、実際に行われている講義・演

習・実験・特別研究から抽出したものを明確な文章にしたも

ので、新たに設定したカリキュラムではない。学科として注

目し、重要だと判断した部分は、基準1（2）：「当該高等教

育機関の伝統、資源、卒業生の活動分野などを考慮して特色

を出す努力がなされていること」である。もちろん、基準1

（1）の（a）から（h）を基に、当学科の独自性を目標（A）か

ら（G）に設定した。基準1（2）ではさらに独自性を持った目

標を設定せよと読み取れた。これを満足するために、基準1

に学科独自の（i）を加え、目標として（H）を設定した。つ

まり、学習・教育目標（H）：「循環型社会に適応した材料

技術者の備えるべき能力の修得；自らが関わる地域社会の課

題に関して、「物造り」の立場から地場産業を支える技術者

として身近な生活環境・資源消費から地球環境・資源保護に

至るまで、現状の把握と将来に対して常に関心を持ち、自ら

がその課題を考え、解決する能力を養う」を設定した。これ

は、近畿圏の地場産業の発展に役立つ技術者とグローバルな

視点を持った技術者の両面をバランス良く兼ね備えた技術者

の育成を目指しているという点を強調するために設定したと

いえる。

2.2 基準2；学習・教育の量

JABEEでは修了生について、総学習保証時間等が厳密に

規定されている。また、材料分野では、さらに独自の学習保

証時間が設定されている。これらの具体的な時間は、日本技

術者教育認定基準に記載されているので、そちらを参考にし

ていただきたい。これらを要領良く纏めるために、材料分野

の中間報告会（平成13年8月24日に日本鉄鋼協会事務局で

開催）で付録表1と2が提出された。付録表1は科目別学習保

証時間について、付録表2は卒業生を対象に学生別学習保証

時間（平成12年度卒業生を対象として）について纏めたもの

である。例として、付録表2の一部を図1に示す。付録表1
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を用いることで簡単に付録表2は作成でき、さらに添付資料

2も容易に作成できる。また、各項目の最小時間が基準2と

材料分野が規定する学習保証時間を満足すると、全ての卒業

生が学習保証時間を満足したということになる。図1の作成

作業は簡単に見えるかも知れないが、担当委員からは、作成

期間中は夢の中でも表作りをしていたと聞いている。見た目

よりかなり労力が必要な作業であると思う。

なお、特別研究（卒業研究）の学習保証時間については、

委員会でもいろいろな意見が出た。また、前述の中間報告会

では、大学独自の裁量であるという見解が出された。例えば

半期300時間であっても良い。ただし、それを証明する十分

な根拠（例えば、実験ノートなど）が必要であることも付け

加えられた。材料工学科では、この証拠と実際に特別研究の

学習保証時間を得るための方法として、平成14年度は学科

統一の出席表ならびに各研究室独自の実験ノートの提出を併

用している。

2.3 基準5；学習・教育目標達成度の評価と証明

基準5については、委員会でもかなり議論した。その結論

として、特別研究（卒業研究）の達成度評価として、「コミュ

ニケーション能力」と「プレゼンテーション能力」について、

各研究室での発表や学科主催の発表会の場で評価することを

試みた。図2に平成13年度の達成度評価基準を示す。平成

14年度は上記評価項目に「デザイン能力」の追加評価を導入

する予定である。

2.4 基準6；教育改善

教育改善については、「学科内に設置された各種委員会の

活動によって教育点検システムが機能し、これらの委員会の

有機的な連携が教育点検システムを支えている。」という方

策を設定した。委員会は学科の最高決定機関である「教室会

議」を中心に、10の委員会を設置した。もちろん主要な委員

会は学科開設時から設置されていたが、この機会に規約等を

整備した。各委員会は必要に応じて開催されており、議事録

の作成と保管を義務付けており、活動報告は学科ホームペー

ジ上に公開（現在平成13年度分の活動報告を随時掲載、学

科のホームページアドレス：http:// www.kumse.kansai -

u.ac.jp）している。また、教育点検システムの一例として、

チェック（情報収集）システムを図3に示すようにホームペ

ージ上に公開している。他にプランとアクション（具体的改

図1 付録表2（卒業生を対象に学生別学習保証時間）の一部
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図3 教育点検システムの例
チェック（情報収集）システムのみを示す。

図2 平成13年度に使用した達成度評価用紙
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善案）ならびに情報公開のシステムなども同時に公開してい

る。

3 実地審査および試行審査結果

実地審査は平成13年12月3日（月）、4日（火）の2日間で

行われた。審査チームは早稲田大学の中江審査委員長に、住

友金属工業の大谷審査員、東北大学の粉川審査員、長坂審査

員の4名であった。また、オブザーバーとして、東北大学の

井口委員、早稲田大学の淺川委員、成蹊大学の渡辺委員の3

名が来校された。時系列で実地審査スケジュールを詳細に報

告すべきであるかもしれないが、詳細な実地審査スケジュー

ルについては「技術者教育の外部認定制度導入に関する調査

（材料）1）」に掲載されているので、そちらをご覧いただきた

い。

審査員の方々とは助手の先生を除く12名の教員全員が面

接を受けた。学生は3年次生と4年次生という指定を受けた

ので、4年次生は各研究室から1名または2名を選出し、3年

次生は無作為抽出法で15人を選んだ。その後面接学生を含

めて、3年次生対象に「日本技術者教育認定機構」および

「材料技術者教育プログラム」の趣旨説明会を開催した。面

接後の学生のアンケートから「材料技術者教育プログラム」

は高く評価されている印象を受けた。

12月4日（火）14時10分からの最終面談の席上、中江委員

長から最終ドラフトの報告があり、平成13年1月12日付、

ISIJ/JABEE委員会委員長　志田　茂先生名で、「プログラ

ム点検書、1次審査報告書」が送付された。

「試行審査結果」は次の2つに集約できると思う。

1．Plan→Do→Checkもシーケンスは着実に動いている。

しかしActionが未だ実効されていない、もしくは実効さ

れていてもその効果が認められない段階にある。しかし、

「モデルプログラム」や教育改善が実践されれば、より好

ましい教育システムとして機能することが期待できる。

2．学科としてはJABEE導入により学生の向学心の向上に結

び付けたいと考え、JABEEコース修了要件として以下の

ものを設定した。

（1）学部卒業要件を満足する。

（2）修得単位数を136単位以上とする。

（3）成績基準として優を6ポイント、良を3ポイント、可

を1ポイントとして、「3ポイント」以上とする。

（4）特別研究に関する学習・教育目標の達成度評価でレ

ベル3以上とする。

この（1）～（4）の要件を全て満足した学生をJABEEコ

ース修了学生とし、（1）の要件を満足するが、（2）～（4）

のいずれかの要件を満足しない学生は材料工学科卒業生

とする。

つまり、JABEE対応教育プログラム修了者とそれ以外の

学生を分けて卒業させるということになる。しかし、上記の

システムは、ダブルスタンダードになるのではという疑問が

残った。この件についてはJABEEの基準委員会で検討する

ことになった。

もちろん試行審査であるため、今回審査していただいた

我々の教育プログラムについての是非の判定は下されなかっ

た。

4 試行審査を受けた側として

本学科の技術者教育検討委員会で最も議論した対象は、

我々が設定した技術者教育プログラムが「日本技術者教育認

定機構」の示す模式図に書かれている最低水準に達している

かどうかであった。

結局、判断することは不可能であった。そこで、「実施さ

れる教育が教育機関およびプログラムの教育目標に合致して

いるか」、「申請された自己点検書やパンフレットなどに記載

されている通りの教育が実施されているか」、「卒業生の知

識・能力の程度は社会の水準を満足しているか」、「教育の改

善システムが機能しているか」などの項目について、議論を

重ね、最低水準を少しでも上回るような独自の修了要件を自

己設定した。しかし、この修了要件設定はダブルスタンダー

ド（資格審査的な側面が強い）という指摘を受け、今後の課

題となった（この課題については、3月30日の報告会で大中

先生から回答がなされたと思う）。

また、実地審査は審査員側にとっても、審査を受けるプロ

グラム側にとっても非常にタイトなスケジュールであった。

学生および教員の面接は、プログラム側の心配を嬉しい方向

に裏切られ、予想以上の成果を得たと考えている。しかし、

施設見学は時間が非常に切迫していたため、プログラム側の

意図が全て審査員側に伝わったとは言い難い。この点につい

ても、3月30日の報告会（共同企画教育研究集会　技術者教

育認定制度の現在）で実地審査に対する時間的改善案が提示

されたと思う。

5 最後に

試行審査を受けたことによって得た成果も多くあったが、

いろいろな問題点も浮き彫りになった。次にこれらについて

簡単に箇条書で述べ、本報告のまとめとしたい。

成果

（1）学科の持つ教育に対する問題点を学科内の全ての構成員

で共有する機会が与えられた。
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（2）学科、学部、大学が行っている教育の誇れるところ、例

えばファカルティ・デベロップメント（FD）を全学的

に推進するシステムがあるなどが明確となった。

（3）学部および大学が発行している資料が充実している。な

ど

問題点

（1）大学、学部で有用な情報は発信されているが、それを効

率良く受信できていない。

（2）さらに効率良く受信できる情報システムが整備されてい

ない。

（3）教育に対する貢献度を調査、解析するシステムは存在す

るが、それを積極的に評価するシステムがない。など

さらに注目すべき点は、JABEEに対する学生の関心度に

ついて、教員側で想像していたより高かったことである。つ

まり、平成13年度の3年次生対象に「日本技術者教育認定機

構」と「材料工学科材料技術者教育プログラム」について説

明を行った。その結果、従来の特別研究生と大きく異なって

いることは、3年次および4年次配当科目の履修人数が増加

したことである。履修者の増加が即受講者ではないが、プロ

グラムを明確に設定したことによる学生の学習意欲の表れで

あれば嬉しい。さらに、学生からの「JABEE」や「材料技術

者プログラム」に対する質問が多くなるなど、「JABEE」や

「プログラム」に対する関心の高さを表していると考えてい

る。

最後になったが、試行に際してさまざまなご助言やご協力

をいただいた、日本技術者教育認定機構、日本鉄鋼協会およ

び審査員の方々など、各方面に感謝いたします。
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